
　

平
成
二
十
六
年
二
月
四
日
、
名
古
屋

東
急
ホ
テ
ル
四
階
「
栄
の
間
」
に
て
、

第
一
回
「
東
海
財
界
倶
楽
部
」
例
会
が

開
催
さ
れ
た
。

　
「
東
海
財
界
倶
楽
部
」
は
、
愛
知
県
・

岐
阜
県
・
三
重
県
に
拠
点
を
有
す
る

ト
ッ
プ
経
営
者
を
中
心
と
し
た
異
業
種

交
流
会
。
経
営
者
同
士
の
知
識
・
情
報

の
交
換
お
よ
び
意
識
向
上
の
機
会
を
設

け
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

同
会
初
の
例
会
と
な
る
当
日
は
、
午

後
六
時
か
ら
受
付
を
開
始
。
正
会
員
・

準
会
員
を
含
め
企
業
を
代
表
す
る
経
営

者
ら
約
三
〇
名
が
次
々
と
集
ま
っ
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
中
部
財
界
フ
ォ
ー

ラ
ム
社
塚
本
隆
代
表
取
締
役
が
挨
拶
。

「
月
刊
『
東
海
財
界
』
を
軌
道
に

乗
せ
よ
う
と
必
死
に
や
っ
て
き

た
。
そ
れ
が
認
知
さ
れ
つ
つ
あ
る

手
ご
た
え
を
感
じ
、
こ
う
し
て
第

一
回
『
東
海
財
界
倶
楽
部
』
例
会

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
も
皆
様

方
の
お
蔭
。
会
を
通
じ
て
少
し
で

も
皆
様
方
の
人
脈
に
役
立
て
る
よ

う
運
営
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ

た
。

　

午
後
六
時
四
十
五
分
か
ら
の
第

一
部
で
は
、
元
大
垣
税
務
署
長
・

前
一
宮
税
務
署
長
の
税
理
士
・
尾

村
辰
夫
氏
を
講
師
に
迎
え
、
演

題
「
ワ
ニ
の
口　

－

バ
ブ
ル
以
降
の
日

本
経
済

－

」
と
す
る
講
演
を
行
っ
た
。

「
ワ
ニ
の
口
」
と
は
、
高
齢
化
に
伴
い

増
大
す
る
社
会
保
障
給
付
費
と
、
横
ば

い
状
態
に
あ
る
社
会
保
険
料
収
入
の
開

き
を
表
し
た
も
の
で
、
差
額
は
税
金
で

負
担
さ
れ
る
。
尾
村
氏
は
過
去
の
経
済

政
策
に
よ
る
税
収
の
推
移
と
今
後
の
見

通
し
、
制
度
の
問
題
点
な
ど
を
広
く
解

説
。
守
秘
義
務
に
配
慮
し
つ
つ
、
税
務

署
職
員
時
代
の
自
動
車
・
機
械
関
連
企

業
に
対
し
て
行
っ
た
調
査
な
ど
の
経
験

を
語
っ
た
。

　

午
後
七
時
四
十
分
か
ら
の
第
二
部

は
、
中
日
本
興
業
服
部
徹
代
表
取
締
役

社
長
に
よ
る
乾
杯
の
音
頭
で
ス
タ
ー

ト
。
晩
餐
を
交
え
た
賀
詞
名
刺
交
換
会

お
よ
び
親
睦
会
が
和
や
か
に
行
わ
れ

た
。

　

会
の
中
頃
に
は
、
中
部
財
界
フ
ォ
ー

ラ
ム
社
社
員
・
ス
タ
ッ
フ
一
同
が
集
ま

り
、
一
言
ず
つ
挨
拶
。
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
述
べ
た
上
で
、
引
き
続
き
の
支
援

を
願
っ
た
。

　

最
後
は
緑
ヶ
丘
カ
ン
ツ
リ
ー
ク
ラ
ブ

な
ど
を
手
掛
け
る
松
栄
商
事
阿
部
博
代

表
取
締
役
社
長
に
よ
る
一
本
締
め
に
よ

り
、
恙
な
く
閉
幕
と
な
っ
た
。

　

平
成
二
十
六
年
二
月
四
日
、
第
一
回
「
東
海
財
界
倶
楽
部
」
例
会
が

開
催
さ
れ
た
。
同
会
は
東
海
地
方
で
活
躍
す
る
経
営
者
を
中
心
と
し
た

異
業
種
交
流
会
。
当
日
は
税
理
士
・
尾
村
辰
夫
氏
に
よ
る
講
演
、
賀
詞

名
刺
交
換
会
、
中
部
財
界
フ
ォ
ー
ラ
ム
社
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
挨
拶
な
ど

が
行
わ
れ
た
。

第１回「東海財界倶楽部」例会開催

講演を行う尾村辰夫氏

税理士尾村辰夫氏を招いて
東急ホテルで開催


